
○ 病害虫防除法（茶） 

 

１ 総合防除の基本的考え方 

 茶の病害虫防除では、天敵等を利用するＩＰＭ技術の活用など環境に配慮した茶づくりに務めてき

ており、その結果、第三者認証の工場が増加し、全国トップクラスの有機栽培面積を有するまでにな

った。鹿児島県でも平成 31 年３月に制定された「かごしま茶」未来創造プランに基づき、さらなる

推進がはかられている。 

 このような中、鹿児島県では近年の多様化した病害虫の発生状況に対応するとともに、化学農薬に

頼りすぎない、環境に配慮した適切な病害虫防除対策を推進するため、植物防疫法（昭和 25 年法律

第 151 号）に基づき、「鹿児島県総合防除計画」を令和６年３月に策定した。今後、発生予察に基づ

いた「総合防除計画」の推進とともに、安心・安全な農作物生産のために農薬の適正使用の徹底を図

り、総合防除の推進に基づいた防除を推進する。 

 

２ 病害虫防除法 
（ア）炭 疽 病 Discula theae­sinensis 

  （防除のねらい） 

     ５月から 10 月にわたって発生するが、特に降雨の多い二、三番茶期と秋芽生育期は発生が

多い。前茶期の病葉が伝染源となり、病原菌は降雨によって伝搬され、展開まもない新葉に

感染する。潜伏期間は 15～20 日である。新葉は、15～25 日間にわたり、次々に展開するの

で、全ての新葉を完全に保護するには生育速度や薬剤の効果持続期間から考えて５～７日ご

との散布が必要である。しかし、摘採する新芽の場合には、摘採残葉となる第１葉の感染を

防げば、それ以降に展開する新葉は発病前に摘採されるため防除の必要はない。 

     摘採しない新芽（秋芽など）は、萌芽～１葉期に予防剤、２～４葉期に治療剤を２回散布す

る体系防除法と２～４葉期に予防剤と治療剤を混用し１回散布する防除法がある。多発が予

想される茶園（残葉が多い園、三番茶不摘採園など）や気象条件（降雨が多いなど）では更

にもう１回の散布が必要な場合もある。特に、秋季の発生は、翌春一番茶の品質・収量に大

きく影響することと、伝染源を少なくする意味からも重点的に防除する必要がある。 

  （耕種的・物理的防除法） 

     多発状態の続く茶園では整・剪枝（深刈り等）により伝染源を除去する。発生の多い地域で

は、抵抗性品種を選ぶ。 

 

       炭疽病に対する品種別耐病性（茶大百科Ⅰ主要品種と栽培特性等を一部改編） 

極弱 さつまかおり 

弱 やぶきた、おおいわせ、おくみどり、やまかい 

中 するがわせ、さえみどり、あさのか、はるもえぎ、せいめい 

やや強 くらさわ、あさつゆ、かなやみどり、おくゆたか、くりたわせ、はるみどり、 

めいりょく 

強 ゆたかみどり、べにふうき 

 

  



（イ）輪 斑 病 Pestalotiopsis longiseta  、Pestalotiopsis theae 

  （防除のねらい） 

    近年発生が多いのは、P.longiseta による輪斑病である。主に、高温期の二、三番茶摘採後に

発生する。傷口から感染するので摘採、整枝後できるだけ早く（保護殺菌剤は１日後、浸透

移行剤は３日後まで）散布して、病原菌の侵入を防ぐ。感染後４日以降の防除は、ほとんど

防除効果がないだけでなく、発生を助長する場合もある。また、雨天の日の摘採・整枝作業

や、摘採機等の刃が鋭利でない場合は発生が助長されることもある。被害は葉枯れ、枝枯れ

によりその後の茶期の芽の生育に影響する。 

  （耕種的・物理的防除法） 

     発生園で使用した摘採、剪枝機は十分水洗いする。また、常発茶園では、耐病性品種の導入

を検討する。 

 

       輪斑病に対する品種別耐病性（チャの病害、1994 等より一部改編） 

弱 やぶきた、おくゆたか、さえみどり、はるみどり 

やや弱 あさつゆ、あさひ 

中 ゆたかみどり、おくみどり、さやまかおり、やまかい、するがわせ 

やや強 かなやみどり、おおいわせ、くりたわせ 

強 やまとみどり、めいりょく、あさのか、はるもえぎ、べにふうき、せいめい 

 

（ウ）新 梢 枯 死 症 Pestalotiopsis longiseta 

  （防除のねらい） 

    病原菌は輪斑病菌と同じで、症状は秋芽が展開を終えたころに、新梢の一部に生じた壊死が

進展し、全体が枯死する。本菌は、主に包葉の離脱により生じた傷口に分生子が付着して感

染する。包葉の離脱は萌芽期～３葉期までにほぼ終わるため、この時期が感染時期となる。

本病は感染から発病までに 40 日程度を要し、病徴が目立つのは９～10 月であるが、防除は秋

芽生育期の萌芽～２葉期までに行い、遅れないように注意する。発生は目立つが被害は比較

的少ない。輪斑病が多発した茶園に多く発生するため三番茶期の輪斑病防除は重要である。 

 

（エ）網 も ち 病 Exobasidium reticulatum 

  （防除のねらい） 

    主に秋季の８～９月に感染し、10～11 月に発生する。越夏した病葉が伝染源となり、多湿

条件が続くと病原菌の伝搬・感染がおこる。８～９月の秋芽生育期に多湿条件が続くと多発

する。感染は新葉に限られ、感染から典型的な病徴がみられるまで２か月以上を要し、11 月

頃発生する。薬剤防除は、秋芽の新葉生育期に行う。多発生すると、葉枯れ、枝枯れに進展

し、翌年の一、二番茶の大きな減収を招く。 

  （耕種的・物理的防除法） 

    本病が多発し、春先に枝枯れが目立つ場合は、一番茶後に更新して、枝枯れの進展を防ぐと

ともに、伝染源になる病葉を切除する。また、常発茶園では、耐病性品種の導入を検討す

る。 

 

    網もち病に対する品種別耐病性（江塚、1958 等より一部改編） 

弱 やぶきた、あさつゆ、かなやみどり、あさのか  

強 ゆたかみどり、さやまみどり 

 

  



（オ）も ち 病 Exobasidium vexans 

  （防除のねらい） 

    二番茶芽生育期と秋芽生育期に降雨が続き、多湿条件のときに発生する。地形的な環境条件

で局所的に激発することが多く、山間陰湿地では発生しやすい。病原菌は生育中のやわらか

い新葉にのみ感染し、感染から典型的な病斑形成まで約２週間と比較的短いため、摘採時に

発病葉が混入する恐れがある。病原菌（担胞子）は秋期に越冬芽に付着し、翌年の一番茶芽

の萌芽に伴い感染発病する。その後は新しい病斑に形成された担胞子が高湿度条件下で飛散

し、新芽に伝染を繰り返す。 

  （耕種的・物理的防除法） 

     常発茶園では風通しを良くし、陰湿状態を改善する。常発茶園では耐病性品種の導入を検討

する。 

 

       もち病に対する品種別耐病性（間曽・佐藤、1993 等より一部改編） 

弱 おくみどり、くらさわ 

やや弱 やまなみ、するがわせ、さやまかおり 

中 やぶきた、めいりょく、ゆたかみどり、ふうしゅん 

やや強 あさつゆ、せいめい 

強 かなやみどり、さえみどり、おおいわせ 

 

（カ）褐 色 円 星 病（緑斑症）  Pseudocercospora ocellata    、 Cercospora chaae 

  （防除のねらい） 

      本病の症状には緑斑症状と褐色病斑症状とがある。一、二、三番茶の摘採残葉、秋芽葉に発

生し、病葉は秋～春季にかけて徐々に落葉していくため、被害は慢性的な樹勢低下をもたら

す。排水不良や肥培管理不良で樹勢の衰弱した園で一、二番茶芽の生育期に多湿条件が続く

と発生が多い。褐色病斑や枯葉に形成された分生子で伝染し、新葉や硬化した成葉にも感染

するが、新葉の方が感染しやすい。 

  （耕種的・物理的防除法） 

    多発園では、深刈り・中切り等により伝染源の除去と樹勢の回復を図る。 

 

（キ）黒 葉 腐 病 Ceratobasidium sp. 

  （防除のねらい） 

     病原菌は糸状菌で、葉層内の枯葉、枯枝等に生存している。日和見的発生で、高温多湿条件

の続く二、三番茶期に発生し、菌糸で蔓延する。病勢の拡大は非常に早く、新葉、成葉とも

に黒色に腐敗し、激しく落葉する。坪状に発生し、腐敗した被害葉が摘採葉に混入するた

め、発病部分は収穫できなくなる。新芽の生育が旺盛なほど発生しやすく、直接被覆や多肥

栽培条件は、発生を助長する。発生の恐れのある茶園では、二、三番茶芽の生育初期に予防

的に薬剤防除する。 

 

（ク）白 紋 羽 病 Rosellinia necatrix 

   紫 紋 羽 病 Helicobasidium mompa 

  （防除のねらい） 

      白紋羽病は白い扇状の菌糸束が、紫紋羽病は紫色の網目状菌糸束が根に付着して根を腐朽さ

せ、茶樹は衰弱枯死する。果樹、桑、樹木などの根を侵す土壌病害で、茶園での発生はいず

れも極稀である。排水不良の園に多く、ソダなどの粗大有機物が敷き込まれた園や開墾後の

新植園、果樹園、桑園等の跡地に発生しやすい。また、紫紋羽病は、排水のよい軽い土壌に

発生が多く、サツマイモ作跡地で発生する事例が多い。いったん発生すると被害株を除去し

て跡地を土壌消毒する以外に対策がないので、発生の恐れのある土地に新植する場合は土壌

消毒を行う。 

  （耕種的・物理的防除法） 

     新植する場合、前作物の発病に留意し、被害根は完全に掘り取って、焼却する。粗大有機物

を投入する場合、病原菌の付着したものが入らないように注意する。 

 

  



（ケ）苗 根 腐 病 Pythium spp. 

  （防除のねらい） 

      挿木苗の発根後、主として５～10 月の高温期に排水の悪い苗床で発生が多く、６月挿は発

生しやすい。本病の発生により苗木の生育は著しく不良となり、枯死苗を生じ、成苗割合も

低下する。病原菌はいずれの土地にも普遍的に存在するため挿木前の挿木床は必ず土壌消毒

を行う。 

  （耕種的・物理的防除法） 

     発根後は苗床の排水に努め、苗床の連用は避ける。 

 

（コ）赤 焼 病 Pseudomonas syringae pv.theae 

  （防除のねらい） 

      細菌による病害で、低温期の秋～春季にかけて発生し、罹病性品種では一番茶にも発生す

る。幼木園での発生が多いが、成木園でも発生する。本病は主に傷から感染し、台風、季節

風など強い風によって、また、摘採、整枝によっても伝染する。秋冬期の葉の凍結は病原菌

の感染を助長する。また、秋冬期のマシン油散布は発生を助長するので留意する。秋以降の

窒素肥料多用園で発生しやすい傾向がある。初発生を認めたら直ちに薬剤散布を実施し、春

秋の強風の後、整枝後もできるだけ早く薬剤散布を行う。 

  （耕種的・物理的防除法） 

      発生園では、一番茶後に中切りや深刈りによって病葉、病枝条を切除し、伝染源を少なくす

る。また、常発茶園では、耐病性品種の導入を検討する。幼木園では防風ネット等を設置

し、強風から守る。 

 

      赤焼病に対する品種別耐病性（チャの病害、1994 等より一部改編） 

弱 するがわせ、ゆたかみどり、あさのか 

やや弱 おおいわせ、やまかい、おくゆたか 

中 やぶきた、あさつゆ、やまとみどり 

やや強 くらさわ、おくむさし、さやまみどり、せいめい 

強 さやまかおり、おくみどり 

 

（サ）カンザワハダニ 

  （防除のねらい） 

      越冬ダニは２月下旬～３月上旬に産卵のピークがみられ、一番茶摘採前後に成虫が多くな

る。秋季は９月中旬頃から増加し始め、10 月下旬～11 月にピークとなり秋芽の充実を妨げる

とともに、翌年の発生源となる。また、更新園等で８月の秋芽生育期に一時的に発生が増加

し、被害がみられることがある。10 月後半～11 月前半の平均気温が 17.5℃以上の場合は非休

眠雌の割合が高くなり、また、１月の平均気温も高い場合は春期の発生量が多くなる恐れが

あるので注意する。春季は産卵数増加前の平均気温が 10℃を越える頃(２月下旬～３月中

旬)、秋季は秋整枝後の防除に重点をおく。また、一番茶萌芽～１葉期の散布は、”クリーン

なかごしま茶づくり”運動推進のため、発生が多くやむを得ない場合のみとする。散布に当

たっては、葉裏へのかけむらがないか確認しながら、丁寧に行う。多発生してからでは薬剤

の効果が著しく低下するため発生初期の防除が重要である。 

  （生物的防除法） 

   （１）本虫に対しては、ケナガカブリダニ、ニセラーゴカブリダニ、チリカブリダニ、ハダニ 

アザミウマ、ハダニタマバエ、ハネカクシの 1 種、コブモチナガヒシダニ等が天敵として     

知られている。 

   （２）カブリダニ類は、５～６月及び９～10 月に最も活躍する。 

   （３）カブリダニ類を保護・活用した総合的防除を図るためには、年間防除体系の中でカブリ

ダニ類への影響が少ない剤（下表）を選定するよう留意する。類を保護・活用した総合的

防除を図るためには、年間防除体系の中でカブリダニ類への影響が少ない剤を選定するよ

う留意する。 

   （４）近年はかなりの茶園でチリカブリダニの定着が確認されている。 

 

  



（シ）チャノナガサビダニ 

  （防除のねらい） 

      発生は４～６月一番茶後から二番茶期に多く、９～11 月秋期にもみられる。主に新葉の葉

裏を加害し、やや硬化した新葉を好み、被害葉は茶褐色となる。発生が多くなると葉全体が

萎縮し、ひどい場合は落葉する。 

       防除の基本は、秋整枝直後の防除を徹底することである。散布に当たっては、薬液が葉裏に

十分かかるよう留意する。 

 

（ス）チャノホコリダニ 

  （防除のねらい） 

       茶の腋芽の中で雌成虫で越冬する。雑食性で多くの植物に寄生する。最近発生はやや少なく

なっている。秋芽生育期の８月中旬頃から発生が多くなる。若芽の表面に群生・加害し、茶

芽上部の未熟な葉に寄生することが多い。加害された若芽は、初めは目立たないが成長する

と次第に硬化し、裏面は褐変してサメ肌を呈し、表面はひどくちぢれ、新芽の生育に与える

影響は大きい。初期症状はチャノキイロアザミウマの被害に類似するが、チャノキイロアザ

ミウマ防除薬剤は本虫に効果のないものが多い。なお、卵は白く、亀甲模様をしており、ル

ーペ等で容易に識別できる。 

       散布に当たっては、薬液が葉裏に十分かかるよう留意する。一般的には、本虫を対象とした

防除は必要でない。 

 

（セ）チャノコカクモンハマキ 

  （防除のねらい） 

    幼虫で越冬し、年４～５回発生する。葉裏に卵塊で産卵する。開葉した新芽では、新葉の先

端を縦に、成葉・古葉では、２枚の葉を上下につづって、表皮を残して食害する。新旧の葉

の別なく食害するので、収量に及ぼす影響が大きい。新芽が被害を受けると製茶品質が低下

する。ふ化幼虫は摘採直前・直後に現れることが多いので、被害は摘採後に生ずるのがほと

んどである。幼虫は集中することなく、広い範囲に分散し、加害する。 

    防除は、巻葉してからは効果が劣るので、ふ化～２齢の若齢幼虫期に行う。このためには、

性フェロモントラップを利用して発蛾最盛期を把握するとよい。防除適期は、発蛾最盛期の

10～15 日後である。本種の同胞種であるウスコカクモンハマキ A.dubia が発生する場合もあ

るが、防除はチャノコカクモンハマキと同様で良い。 

 

（ソ）チャハマキ 

  （防除のねらい） 

    幼虫で越冬し、年４～５回発生する。主として、成葉と古葉を食害する。産卵は茶葉の表側

に卵塊で行われる。卵塊からあまり分散しないので、卵塊を中心とした坪枯れ状に被害が出

る。ふ化幼虫は、初め表皮を残し食害するが、成長すると隣接する葉を次々に綴り合わせて

食害する。このため、切れ葉や枯れ葉を生じ、急激に被害が目立つようになる。被害がひど

い場合は、次の茶期はもちろん、その後の茶期の収量まで悪影響を与える。 

       防除適期は、コカクモンハマキとほぼ同時期である（チャノコカクモンハマキの項参照）が

発生はダラダラである。また、垣根等のイヌマキに発生が多いと、茶園への発生源となるの

で注意する。 

 

  



（タ）チャノホソガ 

  （防除のねらい） 

    製茶品質に影響の大きい害虫である。蛹で越冬し、年間の発生数は６～８回である。概ね茶

の新芽の生育と合わせて発生するが成虫発生期と新芽の生育期が一致すると被害が大きくな

る。３月下旬頃から成虫が発生し、芯や開葉直後の新葉の裏に産卵する。卵は水滴様で確認

できる。卵期間は３～６日で、ふ化幼虫は、葉裏の表皮下に潜り込み（潜葉期）、数日後に

葉縁の一部を折り曲げて食害する（葉縁巻葉期）。その後、葉を三角に巻き（三角巻葉

期）、食害を続け、巻葉内に黒色粒状の糞を充満させ、製茶品質を低下させる。ふ化から三

角巻葉を巻くまでの幼虫期間は７～16 日程度である。巻葉前に摘採すれば品質・収量に及ぼ

す影響はほとんどない。このため２～３葉期頃に産卵したものは摘採時には三角巻葉まで至

らないため防除の必要はない。幼木園や更新茶園では、発生後の生育に影響を及ぼすので注

意を要する。 

    薬剤防除は、三角巻葉前の萌芽～１葉期に行うが、ＩＧＲ剤、ネオニコチノイド剤は卵の時

期、その他の薬剤は幼虫の皮下潜行期（潜葉期）頃に散布を行う。二・三番茶期は摘採まで

の期間が短いので、使用時期に特に留意する。 

 

（チ）ヨモギエダシャク  

  （防除のねらい） 

    比較的、局部的に発生する鱗翅目の食害性害虫である。若齢幼虫は、若い葉に小さな穴を空

ける程度であるが、成長すると新葉・古葉の区別なく食害する。中肋又は葉柄のみ残して食

害し、被害の激しい場合は茶株が枝条だけとなり、かなりの減収となる。 

       蛹で越冬し、年に４回発生する。秋期３回目以降の発生が多くなり、発生はダラダラと連続

する。茶園内・周辺の電柱や立木・小屋の壁などに数十粒まとめて産卵する。ふ化幼虫は、

糸を吐いて垂れ下がり、風に乗って茶園に侵入する。成長した幼虫は、体長 50mm 程度になり

食害量も多くなる。防除は、３回目（８月下旬～９月上旬）、４回目（９月下旬～10 月上

旬）が必要である。防除の要点は、体長 20 ㎜以下の中齢以前の幼虫時期に散布することであ

る。 

  （物理的防除法） 

     茶園内あるいは周辺の電柱・喬木の間隙等に産下された卵（俵状の鮮緑色から淡黄緑色）を

押しつぶす。日中のみ間断散水（10 分散水・20 分無散水）する。 

 

  



（ツ）クワシロカイガラムシ 

  （防除のねらい） 

    被害の大きい難防除害虫で、多発生が続いたが、最近発生は少なくなってきている。年３回

発生するが、県南部の暖かい地域では年４回発生することもある。年３回発生の場合の幼虫

ふ化期は、概ね、５月上～中旬、７月中～下旬、９月上～中旬である。また、世代を経るに

従い齢期が不揃いとなり、ふ化期間も長くなる傾向にある。雌成虫で越冬し、４月中旬頃か

ら介柄内に産卵する。ふ化幼虫は歩行あるいは風に乗り移動し、枝に定着する。幼虫ふ化時

期に雨の少ない年は多発生する。 

       防除適期は幼虫ふ化最盛期で、これより早くても遅くても効果がかなり劣る。ふ化最盛期に

は、寄生部位周辺に幼虫が多数定着するので、容易に見分けがつく。茶樹が白っぽく見える

のは、雄繭でこの時期から約１ヵ月後が幼虫ふ化最盛期となる。また、第二世代雄繭発生期

(７月下旬～８月上旬)の防除でも第三世代の発生量を抑制でき、秋芽の枯れ上がりを防ぐの

に有効である。 

    発生が多い茶園では、中切りを行い、その後、ふ化を確認してから防除すると効果的であ

る。ふ化最盛期の確認は寄生枝観察法、ほ場確認法、日平均気温を利用した予測法がある。 

       茶株内の枝幹への薬液の付着具合が防除効果を大きく左右する。 

  （耕種的・物理的防除法） 

ふ化開始後から約２週間、日中のみ間断散水（10 分散水・20 分無散水）する。 

 

クワシロカイガラムシのほ場における発生の品種間差異 

（茶大百科Ⅰ主要品種と栽培特性より抜粋） 

弱 おおいわせ、べにふうき 

やや弱 やぶきた、かなやみどり、おくみどり、ゆたかみどり、くりたわせ、おくゆたか  

めいりょく、ふうしゅん、するがわせ、はるもえぎ  

中 やまとみどり、さえみどり 

やや強 あさつゆ 

強 さやまかおり、ゆめかおり、みなみさやか  

 

（テ）チャノミドリヒメヨコバイ（ウンカ） 

（ト）チャノキイロアザミウマ（スリップス） 

両種とも茶新芽を吸汁加害する被害の大きい重要害虫である。 

  （ヨコバイ防除のねらい） 

       成虫で越冬し、年７～８世代経過する。茶株内で越冬した成虫は、４月になると摘採面に現

れ、新芽の生長とともに産卵を開始する。４月中・下旬からふ化し、５月中・下旬には第１

回成虫が現れる。萌芽期の加害は芽の萎縮、硬化、発育停止を招き、被害が大きい。 

       一般に、二番茶以降に多くなるが、気象要因に左右され、晴天・乾燥が続くと多発する。 

       二、三番茶芽に対する被害は直接収量、品質に影響し、秋芽に対する被害は、翌年の一番茶

収量に大きく影響するので、注意を要する。二番茶芽、三番茶芽、秋芽の萌芽期から開葉期

にかけて防除を行う。 

  （スリップス防除のねらい） 

    成虫で越冬し、３月上旬より活動を始める。年間の発生回数は７～８回である。新葉の組織

内に産卵する。地表面近くで蛹期を過ごす。また、成虫は連続的に産卵し、各齢期の期間も

短いため、５月下旬頃からは各虫態が混在する。新芽、芯の表面を加害し、褐変傷が拡大す

る。萌芽期に加害されると、芽の伸長停止、褐変枯死を招き、被害が大きい。 

       防除効果を上げるためには、残効性の長い薬剤か１週間間隔での連続散布が必要であるが、

摘採期間中の連続散布は、安全使用期間等の問題から避けねばならない。このため、二・三

番茶期は萌芽期、秋芽生育期は萌芽期と３葉期頃の防除が重要である。特に、秋芽の被害

は、翌年一番茶収量に大きく影響するので注意する。 

 

  



（ナ）ツマグロアオカスミカメ 

  （防除のねらい） 

    年３～４回発生し、卵で越冬する。秋期にヨモギ、アレチノギク等の雑草から飛来し、新梢

や切口に産卵し、４～５月に幼虫がふ化し、芯や若葉を吸汁加害する。芯が加害されると、

初めは赤褐色の小斑点が現れ、葉が展開すると穴が開いたり、葉縁の切れた奇形葉となる。

茶加害後は雑草で増殖する。９月頃に好天が続くと発生が多くなる。 

       被害は一番茶期に多く、生育初期の防除が重要であるが、収量・品質に大きな影響を及ぼす

ことは少ない。また、”クリーンなかごしま茶づくり”のためにも、多発茶園を除き散布し

ない。 

 

（ニ）ハスモンヨトウ 

  （防除のねらい） 

    普通作物、野菜など多くの作物を加害する飛来性の害虫である。成虫は夜間活動し、徒長枝

などの葉裏に 200～300 粒の卵を卵塊として産下する。幼虫はふ化後ほとんど摂食せずにすぐ

に分散する。そのため、いわゆる白変葉は発生しない。葉を食害し、穴を開ける。 

    年間４～６回発生するが、茶園では幼虫が８月以降にみられるようになる。成虫の発生は性

フェロモントラップで確認することができる。2000 年頃発生が多かったが、最近は少ない。

防除時期は、８月下旬以降の秋芽生育期となる。 

 

（ヌ）マダラカサハラハムシ 

  （防除のねらい） 

    近年、発生は増加傾向にある。成虫は、昼間茶株の内部や葉裏にかくれ、夕方頃から茶葉を

食害する。通常若葉を食害するが、時には新梢の柔らかい枝や葉柄をも食害する。幼虫は、

地中で植物の根を食害するようであるが、よくわかっていない。成虫の場合、若葉での加害

部位は葉の中部で、葉裏から径１㎜内外の円形の穴を開ける。穴の数は、通常茶葉１枚につ

き１～２個であるが、10 数個の場合もある。萌芽時の新芽が食害されると芽つぶれになる。 

    成虫は基本的に年１回の発生で、新成虫が８月上旬頃より発生し、秋期の新芽を食害する。

樹冠下の落葉などに産卵し、幼虫は土中で越冬するが、暖冬の場合は成虫が落葉中で越冬

し、一番茶の新芽に被害が見られることもある。 

 

（ネ）チャトゲコナジラミ 

   （防除のねらい） 

     成虫は年４～５回発生し、幼虫で越冬する。多発するとほ場一面に成虫が乱舞し、作業性を

低下させる。また、幼虫が寄生した葉では排泄した甘露によりすす病が発生し光合成能を低

下させる。薬剤防除は若齢幼虫期の効果が高い。幼虫は葉裏のみ寄生し、裾部と葉層下部に

寄生が集中することから薬剤散布は葉裏にかかるように 400L/10a 量を丁寧に散布する。 

    本県では老齢幼虫で越冬するため、晩秋期～一番茶前までの防除は効果が得られない。基幹

防除は５月上旬及び８月上中旬に実施する。 

  （耕種的・物理的防除法） 

    中切りなどの更新や裾刈り等による寄生枝葉の除去は発生密度の抑制に有効である。 

  （生物的防除法） 

        シルベストリコバチが天敵として有望である。 

 

（ノ）土壌線虫類 

   （防除のねらい） 

     茶園ではチャネグサレセンチュウ、チャピンセンチュウ、カナヤサヤワセンチュウ、サツマ

イモネコブセンチュウ等の被害がみられる。種によって多少異なるが、茶園土壌中の線虫生

息数は７月中・下旬から増加し始め、８～11 月に多くなる。線虫の被害は慢性的な生育不良

となる。成木園で使用できる薬剤が無いため定植前の防除を徹底する。また、初期生育をよ

くするため、新・改植予定地は必ず防除する。 

  （耕種的・物理的防除法） 

       排水不良園は土壌線虫の被害を助長するので、排水対策を講ずる。 


